
ISSN 2186-9138 

昆虫食と機能性 1/4 

 

Copyright © 1987-2023Japan Food Research Laboratories. All Rights Reserved. 

JFRL ニュース編集委員会 東京都渋谷区元代々木町 52-1 

JFRL ニュース  Vol.7 No22 Feb．2023 

 

昆虫食と機能性 

 

 

はじめに 

昆虫はアジアおよびアフリカでは古くから食べられている食材です。日本では昆虫食の市場

は拡大され，2025 年には 1000 億円を超えると考えられています。現在ではヨーロッパやアメ

リカでも食べられるようになり(図-1)1），EU では 2018 年にノベルフード(新規食品)として認

定されました 2)。ノベルフードとは「1997 年 5 月 15 日以前に EU 内で人間によって相当量が消

費されていなかった食品」を指し，ノベルフードを EU 内で販売するには認可が必要です。 

昆虫食の代表的なメリットは，タンパク質の摂取効率の良さです。100 g あたりのタンパク

質量は牛では約 25g であるのに対してコオロギは約 40g です。また，タンパク質量以外にも地

球環境への配慮という点でもメリットがあります。牛は消化管内発酵によりメタンガスを発

生しますが，コオロギは発生しないので温暖化に影響がありません。しかし，昆虫はそのまま

では見た目が気持ち悪く食欲がわかないというデメリットがあります。食品として広く受け入

れられるためには，なにかしらの付加価値が必要です。近年，昆虫食の機能性の研究が進み，

コオロギやトノサマバッタ，カイコなどの機能性が明らかになってきました。 

今回は，昆虫食の機能性を中心に最近の昆虫の動向について紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 世界の食用昆虫の種数 
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コオロギ 

昆虫食といえばコオロギを思い浮かべる人も多いと思います。製品としてはコオロギせんべ

い，コオロギクッキー，コオロギラーメン，コオロギパスタ，コオロギビール，コオロギ機内

食など，その勢いはとどまることを知りません。コオロギは昆虫食の中ではもっとも養殖技術

の研究が進んでおり，日本を含む世界中で養殖され，すでに一般的な食材として受け入れられ

ています。コオロギは含まれるタンパク質量が注目されがちですが，機能性食品としての潜在

能力も知られてきました。例えば，高フルクトースと高脂肪食を与えたラットにコオロギを与

えた実験では，コオロギに含まれるキチンと多価不飽和脂肪酸により肥満，脂質異常症および

インスリン抵抗性の予防に効果的 3)であるということがわかっています。またコオロギのタン

パク質を加水分解して得られたペプチドは，血圧上昇に関わるアンジオテンシン変換酵素

(ACE)を阻害するという報告 4)もあります。 

 

トノサマバッタ 

日本での昆虫食における知名度ではコオロギには及びませんが，世界的にはトノサマバッタ

も注目されている食材です。EU のノベルフードへの認可はコオロギよりも早い 2 番目です。ち

なみに 1 番目はミルワームで，コオロギは 3 番目です。コオロギは雑食なので餌には栄養価の

高い飼料を用いますが，トノサマバッタは草食なので一般的な草で育てることができます。そ

れにもかかわらず，コオロギとトノサマバッタの栄養価は同程度です。また，トノサマバッタ

の粉末をラットに与えたところ，肝臓における脂質合成に関するタンパク質および酵素活性が

減少して脂質異常症に効果がある可能性があるという報告 5)があります。トノサマバッタの養

殖は現在，青森県で研究が進められており，近い将来コオロギ同様にトノサマバッタも店頭で

見かけることが多くなるかもしれません。 

 

カイコ 

カイコのさなぎは，イナゴと同様に古くから日本で食べられてきた食材です。また釣りをす

る方にとっては釣り餌のさなぎ粉としての方が，なじみがあるかもしれません。カイコのさな

ぎをペプシンやトリプシンのようなエンドペプチダーゼで分解して得られたペプチド，Ala-

Ser-Leu には ACE 阻害活性があることがわかっています 6)。カイコは本体だけでなく，その糞

も昆虫食の一種として利用されています。カイコの糞は蚕沙(さんしゃ)と呼ばれ，さらに蚕沙

を煮出したお茶は蚕糞茶と呼ばれており，中国では古くから漢方の一種として知られています。

養蚕に使われているカイコは桑の葉を食べて育てられているので，その糞には桑葉の有効性分

である 1-デオキシノジリマイシンが含まれており抗高血圧作用があると考えられています。さ

らに，蚕糞茶にはヘプシジンの発現を抑制して鉄欠乏性貧血に効果があることもわかっていま

す 7）。  
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その他の昆虫食 

これまでに挙げた昆虫以外にも数多くの機能性が調べられています。飼料への利用として期

待度の高いミルワームは脂肪蓄積を抑制することが報告 8)されています。ミルワームは養殖の

簡易さからすでに国内のマダイの養殖用飼料としての研究が進んでいます。ミルワームよりも

大きいバッファローワームのタンパク質の酵素分解物は，高い抗酸化力と抗高血圧作用が報告

9)されています。昆虫は獲得免疫を持たず自然免疫のみで厳しい自然を生き抜いています。そ

のため以前から昆虫の抗微生物タンパク質が注目されていました。なかでも昆虫界の王様であ

るカブトムシからは優れた抗菌性をもつカブトムシディフェンシンが発見されました。それを

さらに扱いやすくした改変ペプチドの創薬への利用が期待されています 10）。 

 

おわりに 

世界で食べられている昆虫は 2000 種類以上あると言われています。そのなかで機能性食品

として研究が進められているものは極わずかであり，研究対象としては宝の山です。例えば三

重県の松坂市で定着が確認された外来種であるフェモラータオオモモブトハムシはこのまま

数が増え続ければ害虫となる可能性がある昆虫です。この幼虫を調理したものは非常に美味で

「フェモラータオオモモブトハムシを採って食べる会」が開催されるほどですが，機能性成分

の報告はまだありません。 

昆虫は同じ外骨格であるエビやカニと同じ成分を含むことが多く，アレルギーを引き起こす

可能性があります。また野生の昆虫を採取して食べることは寄生虫などの問題があり，衛生面

での課題も多くあります。これら衛生面での課題を克服し，栄養成分の報告や機能性の研究が

進み，新たに機能性が見いだされればこれまで害虫として駆除された昆虫であっても機能性食

材とし使用でき非常に有用なものになる可能性があります。 

弊財団は栄養成分分析等の他，数多くの機能性評価試験を受託しております。昆虫を対象と

しても試験可能ですので，お気軽にお問い合わせください。 
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